
1

　
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
梅
雨
前
線
等
の
影
響
に
よ
る
西

日
本
豪
雨
及
び
北
海
道
胆
振
地
方
中
東
部

を
震
源
と
し
た
地
震
等
、
相
次
ぐ
自
然
災

害
に
見
舞
わ
れ
た
一
年
で
し
た
。

　
県
経
済
は
入
域
観
光
客
数
の
増
勢
が
続

く
観
光
業
が
好
調
を
維
持
し
、
雇
用
環
境

の
着
実
な
改
善
に
よ
り
個
人
消
費
も
好
調

を
続
け
ま
し
た
。
ま
た
企
業
の
設
備
投
資
や

公
共
工
事
が
高
い
水
準
を
維
持
し
た
こ
と
か

ら
建
設
が
概
ね
好
調
に
推
移
し
、
景
気
は

拡
大
の
動
き
を
続
け
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
に
お
い

て
は
、
新
規
ホ
テ
ル
を
含
め
た
建
築
ラ
ッ
シ

ュ
の
中
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
材
不
足
対

策
と
し
て
会
員
企
業
の
中
で
活
用
さ
れ
て
い

る
外
国
人
技
能
実
習
制
度
等
に
対
す
る
対

応
と
し
て
、
教
育
・
指
導
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
十
一
月
に
は
『
技
能
五
輪
・
ア

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
二
〇
一
八
』
が
沖
縄
県
で
開

催
さ
れ
、
職
種
『
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
』
の

出
場
選
手
は
日
頃
培
っ
た
高
い
技
術
を
披
露

し
、
さ
ら
に
会
員
企
業
所
属
の
方
が
優
秀
な

成
績
で
賞
を
獲
得
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

本
年
も
会
員
企
業
の
皆
様
と
一
丸
と
な
っ
て
、

　
協
会
及
び
協
同
組
合
主
催
の
新
春
懇
親

会
が
一
月
三
十
一
日
、
ダ
ブ
ル
ツ
リ
ー
ｂ
ｙ

ヒ
ル
ト
ン
那
覇
首
里
城
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
企
業
や
県
、那
覇
市
、沖
縄
ち
ゅ

ら
島
財
団
な
ど
の
行
政
機
関
、
関
係
団
体

百
三
十
一
名
が
参
加
し
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
界
の
発
展
と
社
会
的
地
位
向
上
に

向
け
て
決
意
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、

新
し
い
年
の
幕
開
け
を
盛
大
に
祝
い
ま
し

た
。

　
道
扇
会
師
範
金
城
由
美
子
氏
、
砂
川
る

み
子
氏
に
よ
る
「
か
ぎ
や
で
風
」
で
の
幕

開
け
で
始
ま
り
、
新
垣
淑
典
会
長
か
ら
開

会
及
び
主
催
者
代
表
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。「
県
内
の
経
済
発
展
が
続
い
て
い
る

な
か
で
、
会
員
企
業
の
共
通
な
問
題
と
し

て
、
依
然
人
材
の
確
保
が
難
し
い
状
況
が

解
決
さ
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、「
今
後
の
業
界
の
い
ろ
い
ろ
な
問

題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
も
一
致
団
結

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。」
と
強
調
し
、

新
年
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
来
賓
の
玉
城
デ
ニ
ー
県
知
事
（
代
読
・

砂
川
靖
保
健
医
療
部
長
）
は
、「
当
協
会

の
建
築
物
環
境
衛
生
の
向
上
に
係
わ
る
役

割
に
感
謝
し
て
い
る
」
と
挨
拶
、
城
間
幹

子
那
覇
市
長
（
代
読
・
渡
口
勇
人
総
務
部

長
）
か
ら
「
那
覇
市
へ
の
地
域
貢
献
・
こ

れ
か
ら
の
町
づ
く
り
へ
引
続
き
ご
協
力
い

た
だ
き
た
い
」な
ど
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
日
の
午
前
中
は
会
員
・
賛

助
会
員
の
親
睦
を
図
ろ
う
と
、
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
三
十
一
名
八
組
で
行
わ
れ
、
ダ
ブ
ル
ペ

リ
ア
方
式
で
の
成
績
結
果
、
上
地
宏
和
氏

（
国
際
ビ
ル
産
業
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

優
勝
し
た
上
地
氏
か
ら
「
ゴ
ル
フ
人
生
に

お
い
て
初
め
て
の
優
勝
、
希
望
は
必
ず
か

な
う
」
と
笑
顔
で
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま

し
た
。
　
　
　

ユ
ー
ザ
ー
の
信
頼
を
得
な
が
ら
業
界
全
体
の

地
位
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
結
び
に
会
員
企
業
お
よ
び
関
係
各
位
の

皆
々
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
飛
躍
の
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
春
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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理
事
　
武
　
村
　
周
　
児

　
十
月
二
十
五
日
県
立
博
物
館
・
美
術
館

講
堂
に
お
い
て
百
五
十
名
を
超
え
る
参
加

者
の
も
と
「
障
が
い
者
雇
用
の
現
状
と
課

題
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
平
成

二
十
三
年
に
【
沖
縄
県
教
育
委
員
会
と
当

協
会
に
よ
る
特
別
支
援
学
校
に
関
す
る
支

援
協
定
】
を
締
結
後
、
技
能
五
輪
ア
ビ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
、
様
々
な
清
掃
研
修
会
を
と

お
し
て
子
供
た
ち
の
就
労
支
援
を
行
っ
て

き
た
中
で
、
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
の

現
状
や
課
題
を
広
く
県
民
に
理
解
し
て
頂

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
企
画
致
し
ま
し
た
。

　
障
が
い
者
雇
用
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ト

ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
商
会
、
翁
長
克
代
表
に

「
障
が
い
者
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
（
障

が
い
者
雇
用
に
お
け
る
現
状
）」
と
題
し

て
基
調
講
演
を
頂
き
、
㈱
国
際
ビ
ル
産
業

の
鳥
居
秋
則
企
画
人
財
部
長
に
は
「
多
彩

な
力
を
合
わ
せ
て
」
と
題
し
て
社
内
で
の

取
り
組
み
を
紹
介
、
ま
た
県
立
南
風
原
特

別
支
援
学
校
の
中
村
元
教
諭
に
は
「
就
業

体
験
の
取
り
組
み
」
と
題
し
、
生
徒
の
就

業
に
か
け
る
思
い
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
そ
し
て
雇
用
す
る
企
業
、
送
り
だ
す
学

校
の
三
つ
の
視
点
か
ら
、
障
が
い
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
共
に
働
く
職
場
環
境
づ
く

り
を
ご
参
加
頂
い
た
皆
様
と
と
も
に
考
え

る
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
労
働
安
全
衛
生
大
会
を
十
月
四
日
に
浦

添
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
結
の
街
に
て
開

催
予
定
で
し
た
が
、
台
風
二
十
五
号
の

影
響
に
よ
り
、
会
員
の
安
全
を
考
慮
し
、

十
一
月
二
十
八
日
・
那
覇
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
会
員
・
賛
助
会
員
二
十
三

社
、
七
十
一
名
で
あ
り
ま
し
た
。

　
開
会
の
辞
を
佐
渡
山
委
員
長
が
述
べ
新

垣
会
長
よ
り
挨
拶
を
頂
き
、
参
加
者
全
員

に
て
、
労
働
災
害
物
故
者
へ
哀
悼
の
意
を

表
し
黙
祷
を
行
い
ま
し
た
。

　
来
賓
祝
辞
並
び
に
沖
縄
県
の
労
働
災
害

状
況
の
説
明
を
沖
縄
県
労
働
局
健
康
安
全

課
長
・
長
濱
直
次
様
よ
り
お
話
し
頂
き
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
お
け
る
労
働
災

害
発
生
状
況
で
平
成
三
十
年
八
月
末
速
報

値
で
は
前
年
同
月
比
で
増
減
率
四
十
二
．

九
％
の
増
加
で
悪
化
の
状
況
が
あ
り
、
と

く
に
転
倒
事
故
（
初
心
者
・
高
齢
者
）
が

多
い
事
も
、
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
（
一
社
）
中
部
地
区
医
師
会
検

診
セ
ン
タ
ー
す
ま
い
る
健
康
課
長
・
石
川

ち
え
み
様
よ
り
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制

度
の
活
用
」
の
課
題
で
講
話
し
て
頂
い
た

中
で
、
労
働
者
は
現
在
の
仕
事
や
職
業
生

活
に
関
す
る
こ
と
に
強
い
ス
ト
レ
ス
と
感

じ
る
事
柄
が
あ
る
割
合
が
五
十
八
．
三
％

と
半
数
以
上
割
合
が
出
て
い
る
事
も
衝
撃

的
で
あ
り
、
労
働
者
の
環
境
改
善
が
求
め

ら
れ
る
現
状
で
あ
る
と
、
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
労
働
安
全
宣
言
を
参
加
者
全
員

で
唱
和
し
閉
会
の
辞
を
喜
世
川
副
委
員
長

に
行
っ
て
も
ら
い
大
会
を
閉
会
し
ま
し

た
。

第
十
四
回  

環
境
衛
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

平
成
三
十
年
度
　
労
働
安
全
衛
生
大
会
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十
一
月
二
日
か
ら
五
日
に
わ
た
り
、「
未

来
へ
の
挑
戦
」
と
い
う
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
下
、
全
国
か
ら
代
表
選
手
が
県
内
各
会

場
に
集
結
、
二
十
二
種
目
に
お
い
て
、
技

能
日
本
一
を
目
指
し
ま
し
た
。
会
員
及
び

特
別
支
援
学
校
の
生
徒
が
技
能
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
「
ベ
ッ
ト
メ
イ
キ
ン
グ
」

に
八
組
十
名
が
参
加
し
、
ホ
テ
ル
の
一
室

を
想
定
し
た
会
場
で
使
用
済
み
寝
具
を
取

外
し
新
し
い
寝
具
に
交
換
、
美
し
く
整
え

る
作
業
を
実
施
し
て
、
そ
の
技
術
の
高
さ

を
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た「
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
競
技
部
門
」

に
は
、
㈱
国
際
ビ
ル
産
業
の
佐
久
川
大
輔

さ
ん
が
県
代
表
と
し
て
参
加
し
、
ビ
ル
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
の
基
本
作
業
（
ご
み
処
理
か

ら
床
面
や
机
の
掃
き
拭
き
作
業
）
を
効
率

的
な
導
線
に
沿
っ
て
連
続
し
て
行
う
競
技

に
臨
み
ま
し
た
。
佐
久
川
さ
ん
は
、
日
頃

　
　
　
　
　
最
先
端
品
質
評
価
部
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
城
　
　
弘

　
平
成
三
十
年
度
の
県
立
病
院
ラ
ウ
ン
ド

チ
ェ
ッ
ク
は
九
月
七
日
に
北
部
病
院
・
中

部
病
院
・
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
・
精
和
病
院
、

九
月
二
十
日
に
宮
古
病
院
、
九
月
二
十
一

日
に
八
重
山
病
院
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
実

施
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ラ
ウ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
後
の
報
告

会
及
び
研
修
会
も
現
場
管
理
を
行
っ
て
い

る
会
社
か
ら
要
請
が
あ
り
、
八
重
山
病
院
、

北
部
病
院
の
ク
リ
ン
ク
ル
ー
を
対
象
に
実

施
致
し
ま
し
た
。

　
人
手
不
足
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
近
年
、
各
病
院
と
も
共
通
し
て
欠

員
状
態
が
続
い
て
お
り
対
策
に
苦
慮
し
て

い
る
状
況
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

お
き
な
わ
技
能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
二
〇
一
八

の
業
務
で
培
っ
た
技
能
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
見
事
銅
賞
を
受
賞
し
優
秀
な
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

・
競
技
部
門
【
銅
賞
】

　
㈱
国
際
ビ
ル
産
業
　
佐
久
川
大
輔

・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　
「
ベ
ッ
ト
メ
イ
キ
ン
グ
」

　
㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン
　
　
当
銘
稜
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
満
良
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
鳩
間
み
ゆ
き

　
沖
縄
ビ
ル
管
理
㈱
　
　
城
間
幸
太

　
㈱
国
際
ビ
ル
産
業
　
　
備
瀬
　
遥

　
沖
縄
ビ
ル
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱
　城
間
輝
人

　
陽
明
高
等
支
援
学
校
　
天
間
千
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
根
裕
喜

　
中
部
農
林
　
　
　
　
　
當
山
藤
菜

　
高
等
支
援
学
校
　
　
　
照
屋
樹
里
亜

　
特
に
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
、
八
重
山
病

院
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
病
院
側
か
ら

も
強
い
要
請
を
受
け
て
お
り
、
早
急
な
対

策
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
病
院
側
の
感
染
対
策
委
員
会
か

ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
観
光
客
が
増
え
る
中
、

麻
疹
・
風
疹
等
の
感
染
症
が
県
内
で
も
発

生
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
①
ク
リ
ン
ク
ル

ー
の
皆
様
の
抗
体
検
査
や
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
（
費
用
が
発
生
す
る
の
で
、
今
後
の

契
約
見
直
し
も
検
討
す
べ
き
）
②
院
内
感

染
対
策
へ
の
除
菌
消
毒
清
掃
手
法
及
び
ク

リ
ン
ク
ル
ー
へ
の
院
内
感
染
対
策
教
育
等

を
徹
底
し
て
ほ
し
い
旨
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　
今
後
も
続
く
可
能
性
の
高
い
人
材
不
足

問
題
へ
の
対
策
と
し
て
、
外
国
人
技
能
実

習
生
の
受
け
入
れ
推
進
、
或
い
は
機
械
化
・

ロ
ボ
ッ
ト
化
で
の
合
理
化
等
を
強
力
に
推

進
す
る
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
共
、
最
先
端
品
質
評
価
部
会
で
も
重

要
課
題
と
し
、
今
後
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

県
立
病
院
ラ
ウ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク

平
成
三
十
年
度



青
年
部
全
国
大
会
ｉｎ
福
岡

　
平
成
三
十
年
度
「
第
二
回
ち
ゅ
ら
島

環
境
美
化
全
県
一
斉
清
掃
」
を
十
一
月

十
八
日
に
会
員
・
賛
助
会
員
二
十
五
社

百
二
十
三
名
参
加
の
も
と
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
南
風
原
町
陸
上
競
技
場
に
集
合

し
「
陸
上
競
技
場
近
く
の
高
速
道
路
下
の

側
道
歩
道
」
と
「
県
道
五
〇
七
号
線
津
嘉

山
周
辺
道
路
」
の
二
コ
ー
ス
に
分
か
れ
清

掃
活
動
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
字
津
嘉
山
の
周
辺
道
路
に
は
空
き
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
な
ど
の

ゴ
ミ
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
南
風
原
町
総
務
部
住
民
環
境
課

長
宮
城
様
を
含
む
四
名
の
町
職
員
も
参
加

さ
れ
清
掃
活
動
を
共
に
実
施
し
て
頂
き
協

会
の
こ
の
取
り
み
に
理
解
・
感
謝
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。

　
今
回
も
無
事
に
ち
ゅ
ら
島
環
境
美
化
全

県
一
斉
清
掃
を
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
会
員
・
賛
助
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

4

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
が
、
新
た
な

ア
イ
デ
ア
の
創
出
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　
今
回
初
め
て
全
国
大
会
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
、
講
演
会
・
交
流
会
を
含
め
他
県
の

皆
様
と
交
流
で
き
て
、
と
て
も
学
ぶ
事
が

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
全
国
各
地
の
ビ
ル

メ
ン
関
係
者
の
方
と
同
じ
空
間
で
同
じ
時

間
を
共
有
さ
せ
て
頂
き
、
自
分
自
身
や
協

会
青
年
部
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
に
な
る

事
だ
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
糧
に
な
る
よ
う
協
会
青
年
部
活

動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
十
月
四
日
、
協
会
青
年
部

よ
り
二
名
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

　
全
国
各
地
よ
り
総
勢
百
九
十
名
が
集
結

し
全
国
大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
大
会
は
、

「
建
築
物
環
境
衛
生
サ
ー
ビ
ス
の
新
潮
流 

～

い
ま
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
！
」
を
テ
ー

マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
（
安
全
・
安
心
・
快
適
・
清
潔
）

な
環
境
を
永
続
的
に
か
つ
高
品
質
な
サ
ー

青
年
部
長
　
與
　
儀
　
達
　
矢

日　時 参加数 参加者 備　考活動内容

協会活動日誌

県立病院ラウンドチェック水準調整会議

第１回ちゅら島環境美化全県一斉清掃

ハードフロアメンテナンス講習会

第４回理事会・代表者会議

基礎級講習会

清掃作業従事者研修講習会(北部)

第４回ソフトバレーボール大会監督者会議

県立病院ラウンドチェツク（本島４病院）

技能五輪・アビリンピック　練習

ビルクリーニング講師会議

県立病院ラウンドチェツク（宮古・八重山）

第１４回環境衛生シンポジウム講師会議

基礎級講習会

清掃作業従事者指導者講習会（新規）

清掃作業従事者指導者講習会（再）

県立病院ラウンドチェック水準調整会議

ビルクリーニング技能検定補足講習会（学科）

ビルクリーニング技能検定補足講習会（実技）

平成３０年度第１回親睦ゴルフコンペ

第１４回環境衛生シンポジウム

ビルクリーニング技能検定補足講習会（学科）

防除作業従事者研修

清掃作業従事者研修（那覇）

ビルクリーニング技能検定直前講習会（実技）

第２回ちゅら島環境美化全県一斉清掃

貯水槽清掃作業従事者研修

平成３０年度労働安全衛生大会

第５回理事会

第１９回ボウリング大会

三役・各正副委員長会議

平成３１年　新春懇親会

委員

会員

会員・一般

理事・監事

講師・受講者

講師・受講者

会員

事業委員・最先端品質部会員・

病院側・担当者

参加選手

委員

事業委員・最先端品質部

会員・病院側・担当者

講師・パネリスト

講師・受講者

会員・一般

会員・一般

委員

会員

会員

会員

会員・一般

会員

会員・一般

会員・一般

会員

会員

会員・一般

会員

理事・監事

会員

三役・正副委員長

会員・賛助会員・来賓

協会2F　会議室

那覇市国際通り

九州沖縄トラック研修会館

沖縄県卸商業団地組合

協会3F　研修室

名桜大学　

協会2F　会議室

県立病院

協会　3F研修室

協会2F　会議室

県立病院

協会２Ｆ　会議室

協会3F　研修室

ポリテクセンター沖縄

ポリテクセンター沖縄

協会2F　会議室

ポリテクセンター沖縄

協会3F　研修室

沖縄カントリー

県立博物館・美術館講堂

ポリテクセンター沖縄

浦添市産業振興センター

九州沖縄トラック研修会館

協会3F　研修室

南風原町内

浦添市産業振興センター

那覇職業訓練センター

卸商業団地協同組合

サラダボウル

ネストホテル那覇

ダブリツリーbyヒルトン那覇

首里城

8月  3 日

8月  5日

8月  9日

8月16日

8月29日

9月   5日

9月   6日

9月   7日

9月   7日

9月20日

9月20日

・21日

9月21日

10月   2日

10月10日

10月11日

10月12日

10月16日

10月17日

10月19日

10月25日

11月   6日

11月   8日

11月13日

11月15日

11月18日

11月20日

11月28日

11月30日

12月   3日

12月27日

1月31日

８人

１６７人

１７人

　２２人

８人

１７人

９人

８人

　　　　８人

６人

２人

５人

８人

８人

３０人

６人

１１人

７人

２４人

1５０人

８人

３６人

３６人

６人

１２３人

６２人

　　７１人

　９人　

６０人

１６人

１３０人
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日　時 参加数 参加者 備　考活動内容

協会活動日誌

県立病院ラウンドチェック水準調整会議

第１回ちゅら島環境美化全県一斉清掃

ハードフロアメンテナンス講習会

第４回理事会・代表者会議

基礎級講習会

清掃作業従事者研修講習会(北部)

第４回ソフトバレーボール大会監督者会議

県立病院ラウンドチェツク（本島４病院）

技能五輪・アビリンピック　練習

ビルクリーニング講師会議

県立病院ラウンドチェツク（宮古・八重山）

第１４回環境衛生シンポジウム講師会議

基礎級講習会

清掃作業従事者指導者講習会（新規）

清掃作業従事者指導者講習会（再）

県立病院ラウンドチェック水準調整会議

ビルクリーニング技能検定補足講習会（学科）

ビルクリーニング技能検定補足講習会（実技）

平成３０年度第１回親睦ゴルフコンペ

第１４回環境衛生シンポジウム

ビルクリーニング技能検定補足講習会（学科）

防除作業従事者研修

清掃作業従事者研修（那覇）

ビルクリーニング技能検定直前講習会（実技）

第２回ちゅら島環境美化全県一斉清掃

貯水槽清掃作業従事者研修

平成３０年度労働安全衛生大会

第５回理事会

第１９回ボウリング大会

三役・各正副委員長会議

平成３１年　新春懇親会

委員

会員

会員・一般

理事・監事

講師・受講者

講師・受講者

会員

事業委員・最先端品質部会員・

病院側・担当者

参加選手

委員

事業委員・最先端品質部

会員・病院側・担当者

講師・パネリスト

講師・受講者

会員・一般

会員・一般

委員

会員

会員

会員

会員・一般

会員

会員・一般

会員・一般

会員

会員

会員・一般

会員

理事・監事

会員

三役・正副委員長

会員・賛助会員・来賓

協会2F　会議室

那覇市国際通り

九州沖縄トラック研修会館

沖縄県卸商業団地組合

協会3F　研修室

名桜大学　

協会2F　会議室

県立病院

協会　3F研修室

協会2F　会議室

県立病院

協会２Ｆ　会議室

協会3F　研修室

ポリテクセンター沖縄

ポリテクセンター沖縄

協会2F　会議室

ポリテクセンター沖縄

協会3F　研修室

沖縄カントリー

県立博物館・美術館講堂

ポリテクセンター沖縄

浦添市産業振興センター

九州沖縄トラック研修会館

協会3F　研修室

南風原町内

浦添市産業振興センター

那覇職業訓練センター

卸商業団地協同組合

サラダボウル

ネストホテル那覇

ダブリツリーbyヒルトン那覇

首里城

8月  3 日

8月  5日

8月  9日

8月16日

8月29日

9月   5日

9月   6日

9月   7日

9月   7日

9月20日

9月20日

・21日

9月21日

10月   2日

10月10日

10月11日

10月12日

10月16日

10月17日

10月19日

10月25日

11月   6日

11月   8日

11月13日

11月15日

11月18日

11月20日

11月28日

11月30日

12月   3日

12月27日

1月31日

８人

１６７人

１７人

　２２人

８人

１７人

９人

８人

　　　　８人

６人

２人

５人

８人

８人

３０人

６人

１１人

７人

２４人

1５０人

８人

３６人

３６人

６人

１２３人

６２人

　　７１人

　９人　

６０人

１６人

１３０人

　
平
成
三
十
年
十
二
月
三
日
波
の
上
サ
ラ

ダ
ボ
ウ
ル
に
お
き
ま
し
て
、
毎
年
恒
例
の

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

十
五
チ
ー
ム
（
六
十
名
）
が
参
加
し
白
熱

と
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
試
合
後
の
懇
親
会
及
び
表
彰
式
で
は
各

社
よ
り
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
景
品
を

上
位
入
賞
者
及
び
各
賞
の
副
賞
と
し
て
贈

呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
と
と
も
に
、
会

員
相
互
の
親
睦
を
図
り
終
了
し
ま
し
た
。

☆
上
位
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

団
体
優
勝
　
㈱
沖
縄
環
境
開
発
セ
ン
タ
ー

準
優
勝
　
　
㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン

三
　
位
　
　
㈱
総
合
ビ
ル
管
理

個
人
優
勝
　
比
嘉
昭
浩
㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン

準
優
勝
　
　
宮
西
和
人
㈱
総
合
ビ
ル
管
理

三
　
位
　
　
名
嘉
翔
一
朗
㈱
ア
ク
ト
ビ
ル
ケ
ア

第
十
九
回

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
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株
式
会
社
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン

　
那
覇
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

①
現
場
主
任
　
備
瀬
知
和
（
入
社
十
年
）

　
那
覇
空
港
ビ
ル
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

　
地
下
一
階
～
地
上
二
階
ま
で
の
清
掃
業

務
に
総
勢
六
十
名
が
従
事
し
て
い
ま

す
。

②
Ｇ
Ｗ
、
夏
場
、
年
末
年
始
等
繁
忙
時
に

は
ト
イ
レ
、
ご
み
箱
の
内
容
物
の
回

収
な
ど
清
掃
等
頻
繁
に
行
い
対
応
し

て
い
ま
す
。

　
繁
忙
時
の
対
応
は
、
ゴ
ミ
や
汚
れ
も
多

く
対
応
に
苦
労
し
ま
す
。

③
今
年
三
月
に
際
内
連
結
タ
ー
ミ
ナ
ル
施

　
設
の
使
用
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
建
物
の
快
適
な
環
境
を
維
持
す
る
為
、

床
面
だ
け
で
な
く
、
壁
面
や
扉
、
什

器
や
備
品
な
ど
立
体
面
に
も
気
を
配

り
、
材
質
や
用
途
に
よ
る
特
性
に
留

意
し
な
が
ら
美
観
・
衛
生
面
を
維
持

し
、
現
場
職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
、
安

全
で
快
適
な
環
境
の
提
供
に
心
掛
け
、

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

沖
縄
総
合
施
設
管
理
株
式
会
社

　
浦
添
市
美
術
館

①
安
里
隆
子
（
入
社
十
年
）

　
石
川
恵
美
子
（
入
社
四
年
三
カ
月
）

　
比
嘉
リ
エ
子
（
入
社
三
年
二
カ
月
）

②
遊
歩
道
の
両
脇
に
は
、
草
木
が
植
え
て

あ
り
毎
朝
敷
地
内
か
ら
大
量
に
出
る

落
ち
葉
の
掃
き
掃
除
を
手
分
け
し
て

行
い
、
ト
イ
レ
清
掃
、
展
示
室
の
清

掃
も
開
館
に
間
に
合
わ
せ
て
行
う
の

が
時
間
と
の
勝
負
で
少
し
大
変
で
す
。

開
館
後
は
、
利
用
さ
れ
て
い
る
お
客

様
も
多
く
こ
ま
め
に
ト
イ
レ
や
外
回

り
の
巡
回
を
行
っ
て
い
て
、
来
館
者

か
ら
「
い
つ
も
キ
レ
イ
で
す
ね
」
と

　
　
◇
◇
編
集
後
記
◇
◇

　
平
成
最
後
の
日
は
い
つ
？

　
ち
な
み
に
昭
和
最
後
の
日
は
、
昭
和

六
十
四
年
一
月
七
日
に
昭
和
天
皇
が
崩
御

さ
れ
た
日
で
、
翌
一
月
八
日
か
ら
平
成
元

年
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日
に
天
皇
陛

下
が
退
位
さ
れ
る
こ
と
を
政
府
は
閣
議
決

定
い
た
し
ま
し
た
、
翌
日
の
五
月
一
日
に

皇
太
子
さ
ま
が
即
位
さ
れ
、
新
元
号
に
改

元
さ
れ
ま
す
。

　
新
元
号
に
は
明
治
以
降
の
元
号
と
頭
文

字
が
同
じ
に
な
ら
な
い
、
つ
ま
り
「
Ｍ
・
Ｔ
・

Ｓ
・
Ｈ
」
以
外
で
す
る
こ
と
、
漢
字
二
文
字

で
あ
る
こ
と
と
決
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
平
成
も
あ
と
数
か
月
…
良
い
思
い
出
作

り
ま
し
ょ
う
。

◇
発
行
責
任
者
　
新
垣
淑
典

（
一
社
）沖
縄
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
会
長

　
　
那
覇
市
曙
二
丁
目
二
十
七
番
十
四
号

　
　
電
話
〇
九
八
（
八
六
一
）
二
七
四
二

声
を
掛
け
ら
れ
る
事
が
多
く
凄
く
嬉

し
い
で
す
。

③
日
頃
か
ら
元
気
よ
く
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」「
こ
ん
に
ち
は
」
と
来
館
者
、

施
設
の
職
員
へ
笑
顔
で
の
挨
拶
を
心

が
け
て
お
り
ま
す
。
施
設
を
利
用
さ

れ
る
皆
様
に
我
が
社
の
モ
ッ
ト
ー
で

あ
る
清
潔
で
快
適
な
環
境
を
提
供
し

心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
し
て
頂
け
る

よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

　
　
◇
◇
会
員
動
向
◇
◇

【
社
名
変
更
】

【
会
社
組
織
変
更
】

新
／
宮
古
ビ
ル
管
理
株
式
会
社

旧
／
有
限
会
社
宮
古
ビ
ル
管
理

現
場
で
働
く
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
お
届
け
し

ま
す
。
質
問
内
様
は

①
入
社
し
て
何
年
目
で
す
か
？

②
現
場
で
の
苦
労
は
？

③
今
後
の
抱
負
は
？


